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論文の内容の要旨

　本論文では「時空聞光情報処理」の概念を導入し，さらに，その概念の光計測・パルス波形整形への応用を研

究している。時空問光情報処理とは，フラウンホファー，フレネル回折を用いた従来の空間的な光情報処理の技

術と概念を時間軸および，時空間両軸に対して適用するという概念である。

　ここで研究した時空間光情報処理に基づく技術は，光電場の時空問双対性を利用するもので，本論文ではこの

概念を用いて低コヒーレンスインターフェログラムを解析するための新しいアルゴリズム「位相分解相関アルゴ

リズム」を提案さした。その結果，従来分離不可能と思われていたきわめて接近した反射白色干渉縞のピーク位

置を分離することが出来，インターフェログラムの解析精度が向上した。

　さらに，光の時空問変換を利用する研究も行った。分光器と結合変換相関器の概念を利用して時空間変換を行

うことにより，単ショットで精度ユ2．4fsでフェムト秒2連パルスのパルス幅を決定する時問波形相関法を開発した。

この時空問変換技術を利用することで低走査次元，全光学型のスペクトル干渉型光コヒーレンストモグラフイー

システムを構築した。このシステムでは1次元の走査によって鏡面物体，粗面物体及び，散乱物体下の鏡面物体

の表面形状を定量計測することが可能である。

　最後に，ウイグナー分布関数に基づいた時空問結合システムの特性解析法を開発し，（1）通常のパルスシェイ

パー，（2）今回提案された時空問結合パルスシェイパー，（3）時間領域顕微鏡光学系内における時空問結合の様

子などが数値的・定量的に求めた。

審査の結果の要旨

本研究では，電場の時空聞双対性に基づいたいくつかの光計測法と情報処理を提案しその実験的検討を行い，さ

らに実験系の特性を評価するための新しい手法を提案している。ここで開発された成果は，超短光パルスを用い

た光学技術の発展に寄与するもので，博士（工学）授与に値すると判断する。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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